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　「江」で有名な本城山青少年公園で遊ぶ近所の親子連れが「毎日元気で楽しく生
活しています。」と話されていました。河芸はコンパクトな地域ですが、海・山・
川の自然に恵まれ、通勤・通学にも便利な地域です。また、身近な場所に保育・
教育・スポーツ・文化などの公共施設が整い、そこでの活動を通じて人と人との
つながりが深まり、子どもも高齢者も皆が住みやすいまちです。この「住みやす
さ」は、今後の公共下水道と中勢バイパス北進の整備や不測の災害に向けた海岸
堤防再整備でさらに充実すると思います。
　「一度、河芸を訪れてみませんか。」町民の森公園内の公民館では教育・文化活動
が活発に行われ、スポーツ施設は年間10万人余りの人に愛用され、さらに、平成
28年には中勢バイパスと国道306号沿いに「(仮称)道の駅津かわげ」が誕生しま
す。これからも津市の「北の玄関口」にふさわしい地域づくりを願っています。

地域の声

広報津４月１日号の合併後の津市のまちづくり④では芸濃地域編をお届けします。

河芸地区地域審議会
会長 上田美保子さん

問い合わせ　河芸総合支所地域振興課　　244－1700　　245－0004

⑱北消防署河芸分署移転整備

⑤河芸漁港機能保全対策⑬黒田幼稚園耐震補強

⑮千里ヶ丘放課後児童クラブ新築 ④上野東千里線(瓶冠橋)道路改良
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